
１６年度は、台風１８号による倒木などの被害
に対する復旧費用や、平年を上回る降雪に対
する除雪費用などの補正を１１４億円行い、最
終的な予算は、前年度比０．７％減の８，３４４億円
となりました。

・新敬老優待乗車証交付準備費 ３５３
・道路・河川防災対策事業費 ４８０
・災害復旧事業費 １，５５０
・小学校増改築費 １，６０２
・除雪費 ２，０００
・職員給与条例の改定等に伴う
職員給与等の減額 －８００

財政部
２１１－２２１６

市債は公共施設などを造るのにかかる費用を、将来
その施設を利用する市民にも分担してもらうために必
要なものです。
今年３月３１日現在で市債残高は２兆２，４７１億円。市

民一人当たりでは約１２１万円にものぼります。
そのため、将来の財政運営を考えて、新たな借金は
できる限り抑え、市債を返済するための資金の積立て
（減債基金）をするなど、計画的な返済に努めています。
なお、一時借入金（年度途中の一時的な資金不足を
補うための借入）は、平成１７年３月３１日現在、一般会
計、特別会計、企業会計ともにありません。

基金とは：特定の目的のために積み立てた資金
や不動産などの財産。

厳しい財政状況を踏まえ、今後も安定した行政サービスを提供するため、「札幌市
財政構造改革プラン」を策定し、現在、次のような取り組みを行っています。
１ 市役所自らが努力して節約します。
２ 公共事業や臨時の事業は計画に沿って重点化していきます。
３ サービス水準や、サービスを利用する方に負担してもらうお金を見直します。
４ 財源確保のため、使う見込みのない土地の売却など財産を有効に活用します。
５ 地方分権時代にふさわしい税財政制度の検討や、経済の活性化などによる財
政基盤の強化に取り組みます。

決 算 見 込 額

２，５８２億４，７００万円
（１３８，５１８円）

１，３４７億９，５００万円

１，１２４億６，３００万円

７２９億４，６００万円
（３９，１２７円）

１，９３７億６００万円

１，０６３億４，８００万円

１，０５４億７，３００万円

１，０００億１００万円

最 終 予 算 額

２，５８８億円

１，４０３億５，０００万円

１，１２０億３，７００万円

８２０億６００万円

１，９８１億７，２００万円

１，１６０億１，４００万円

１，０５７億５，８００万円

１，００１億２，３００万円

科 目

市 税

国 庫 支 出 金

地 方 交 付 税

市 債

保 健 福 祉 費

土 木 費

職 員 費

公 債 費

区分

主

な

歳

入

主

な

歳

出

現 在 高

１，２７６億４，４００万円

７０５億４，１００万円

１９３億７，６００万円

１５７億１，１００万円

１３２億１，７００万円

２，４６４億８，９００万円

区 分

減 債 基 金

土 地 開 発 基 金

まちづくり推進基金

財 政 調 整 基 金

そ の 他 の 基 金

合 計

現 在 高

１兆１，７４９億５，８００万円

７２億５，８００万円

１兆６４８億７，８００万円

２兆２，４７０億９，４００万円

区 分

一 般 会 計

特 別 会 計
（国民健康保険、介護保険など）

企業会計（地下鉄、水道など）

合 計
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詳細

市債の状況

札幌市長
上田 文雄

財政構造改革プラン

（単位：百万円）

一般会計における主な歳入・歳出の決算見込み

※（ ）内は市民一人当たりの金額（決算見込額を平成１７年４月１
日現在の人口（国勢調査ベース）１，８６４，３５２人で除して算出）

基金の状況

※平成１７年３月３１日現在

予算の状況

執行状況

主な補正内容
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